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申し込み受付中!

     「広岡浅子の
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&
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生
き
た
建
築
を

見
た
い
理
由
。
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昨
年
は
55
の
建
物
で
77
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
、
の
べ
1
万
人
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
終
了
後
、
建
物
関
係

者
の
方
か
ら
、「
来
年
は
こ
う
い
う
こ
と

も
で
き
る
よ
」
と
ア
イ
デ
ア
を
も
ら
え
た

の
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。
建
物
の
価
値

に
改
め
て
気
づ
い
た
関
係
者
の
方
々
が
積

極
的
に
動
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

長
く
続
く
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
。
そ
ん
な
手

ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

生
き
た
建
築
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業
で
は

生
き
た
建
築
の
魅
力
が
市
民
の
皆
さ
ん
に

伝
わ
り
や
す
い
50
件
を
選
ん
で
い
ま
す
。

イ
ケ
フ
ェ
ス
は
こ
の
50
件
を
始
め
、
大
阪

に
た
く
さ
ん
あ
る
生
き
た
建
築
の
魅
力
を

体
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
年
は
新

し
く
参
加
し
て
く
だ
さ
る
建
物
の
開
拓
に

も
力
を
入
れ
、
80
以
上
の
建
物
で
１
２
０

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
で
き
る
こ
と
に
。

ア
ー
ト
や
映
画
、
船
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

た
新
し
い
入
口
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

各
建
物
関
係
者
に
イ
ケ
フ
ェ
ス
へ
の
参

加
の
お
願
い
に
伺
っ
た
際
に
は
、
丁
寧
に

建
物
を
案
内
し
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
り
、
私
た
ち
も
参
加
者
の
気
分
で
楽

し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
生
き
た

建
築
」
は
建
物
そ
の
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、

建
物
に
関
わ
っ
て
お
ら
れ
る
「
人
」
も
大

き
な
魅
力
で
す
。
イ
ケ
フ
ェ
ス
で
は
、
そ

の
両
方
に
会
う
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。

大阪の新しい名所

生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪2015

大阪市 都市整備局
津村昭博さん  江藤道子さん

イケフェス
担当者が語る
今年の見どころは?

●10月31日（土）〜11月１日（日）ほか
　セレクションの50件を中心に、全部で87件の建築が参加し、120のプログラムが行わ
れるまさに建築のフェスティバル。特別公開、トークイベント、パネルや資料展示など、建物
の個性によって変わる演出をお楽しみに（なんと京阪中之島線駅舎ツアーまであるらし
い）。10月30日（金）には“前夜祭”もあり。プログラムの全容は特設ウェブサイトか、大阪市
役所１階の市民情報プラザや梅田・難波・天王寺の大阪市サービスカウンターなどで配付
される公式ガイドブックで。詳しくは「イケフェス2015」で検索。

日時／11月10日（火）
7:30PM〜9:00PM（開場7:00 PM）　
会場／梅田 蔦屋書店（ルクアイーレ9階）　
参加料／1,500円（こちらで本を買うと500円に）
定員／70名（予約先着順）

JR大阪駅にオープンした話題の書店で、
『生きた建築 大阪』刊行記念トークイベント開催!

年前にスタートした「生きた建築」が
画期的なのは、建物がオリジナルのま

まであることより、形や用途を変えながらも
長年使われ続けてきたことを重視している点
だった。時代に合わせて変化する様子を都市
生活の痕跡として積極的に評価する考え方
は、街で働き、遊び、暮らす私たちにとっては
とても心地良い。

　事業の中心は大阪市内にある50件を選定
した「大阪セレクション」。それを核として、生
きた建築を大阪の新しい魅力として発信する
べく、昨年は建物の特別公開をメインに「生き
た建築ミュージアムフェスティバル」、通称
「イケフェス」も開催された。目立ったのはカ
メラ片手の若い女性。カフェでお茶するような
感覚で建築見学を楽しむ姿が印象的だった。

　この10月には50件の魅力を解説した関連
ガイド本『生きた建築 大阪』も発売。生きた
建築は今や街のキーワードの一つになりつつ
ある。スクラップ・アンド・ビルドがすべてでは
ないとわかった時代、物語や歴史を豊かに宿
した建築は確かに魅力的に映る。そんな時代
の気分と生きた建築の価値観がぴったり合っ
たということなのだろう。

 今、「生きた建築」を見たい理由。
大阪市が進める「生きた建築ミュージアム事業」は、時代ごとにさまざまに変化・発展しながら、

今なお生き生きとその魅力を物語る建築物を、大阪の新しい魅力として発信していこうとするもの。一昨年にスタートし、
昨年からのフェス開催に今年は関連書籍の刊行など、ニュースが続々。街のムーブメントになりつつある。

取材・文／江口由夏　大迫 力（本誌）　取材協力／大阪市

オープンする建築もプログラムも大増量!
「生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪2015」

3

ダイビル本館 日本銀行 大阪支店 中之島フェスティバルタワー 輸出繊維会館 生駒ビルヂング
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10
月
上
旬
発
売
の
『
生
き
た
建
築 

大

阪
』
は
、
タ
イ
ト
ル
通
り
「
生
き
た
建
築

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
大
阪
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

の
50
件
を
一
挙
に
紹
介
。
建
築
の
解
説
は

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
選
定
に
携
わ
っ
た
建
築

史
家
の
倉
方
俊
輔

さ
ん
と
建
築
家
の

髙
岡
伸
一
さ
ん
の

コ
ン
ビ
が
半
分
ず

つ
執
筆
。
生
き
た

建
築
事
業
関
連
の

写
真
を
す
べ
て
撮

影
し
て
い
る
カ
メ
ラ
マ
ン
の
西
岡
潔
さ
ん

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
写
真
も
オ
ー
ル
カ
ラ

ー
で
た
っ
ぷ
り
収
録
さ
れ
て
お
り
、
生
き

た
建
築
に
深
く
関
わ
る
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ

て
編
ま
れ
た
、
い
わ
ば
コ
ン
プ
リ
ー
ト
ガ

イ
ド
だ
。

　

50
件
を
1
冊
の
中
で
眺
め
て
み
る
と
、

近
代
建
築
あ
り
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
あ
り
、
喫

茶
店
や
バ
ー
も
あ
り
と
、
時
代
や
ジ
ャ
ン

ル
に
縛
ら
れ
な
い
生
き
た
建
築
の
コ
ン
セ

プ
ト
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
た
、
一
つ
一
つ

の
建
築
が
宿
す
物
語
を
追
う
こ
と
で
、
大

阪
と
い
う
都
市
の
歴
史
も
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。
イ
ケ
フ
ェ
ス
の
予
習
が
て
ら
に

読
め
ば
（
復
習
で
も
可
）、
建
物
の
見
方

が
変
わ
る
こ
と
請
け
合
い
だ
。

『生きた建築 大阪』
　倉方・髙岡両氏のほか、生き
た建築ミュージアム推進有識者
委員会の座長を務める橋爪紳
也さん、同メンバーの嘉名光市
さんも執筆。また、さまざまな立場
から生きた建築に関わる人々が
コラムを寄稿しており、小説家の
柴崎友香さんは大丸心斎橋に
ついてのエッセイを書いている。
10月上旬発売予定、書店での
予約も受付中。
問い合わせ☎06-4799-1340

（株式会社１４０B）

梅田スカイビル ダイビル本館 船場ビルディング 新井ビル 輸出繊維会館

日時／11月10日（火）
7:30PM〜9:00PM（開場7:00 PM）　
会場／梅田 蔦屋書店（ルクアイーレ9階）　
参加料／1,500円（こちらで本を買うと500円に）
定員／70名（予約先着順）

 満を持して、「生きた建築」関連本が誕生!
 イケフェス参加者は必携のコンプリートガイド。

JR大阪駅にオープンした話題の書店で、
『生きた建築 大阪』刊行記念トークイベント開催!

ガツンとくる、迫力の写真が満載!

 今、「生きた建築」を見たい理由。
大阪市が進める「生きた建築ミュージアム事業」は、時代ごとにさまざまに変化・発展しながら、

今なお生き生きとその魅力を物語る建築物を、大阪の新しい魅力として発信していこうとするもの。一昨年にスタートし、
昨年からのフェス開催に今年は関連書籍の刊行など、ニュースが続々。街のムーブメントになりつつある。

取材・文／江口由夏　大迫 力（本誌）　取材協力／大阪市

　本の発売を記念したトークイベントが早くも決定。メインの著者である倉方俊輔さん＆髙岡伸一さ
んのコンビが登場。本についてはもちろんのこと、生きた建築ムーブメントの今後の展望や、終わっ
たばかりのイケフェス2015をふり返る「アフタートーク」も楽しみだ。会場はこの5月にJR大阪駅の
「ルクアイーレ」にオープンしたばかりの［梅田 蔦屋書店］。窓のすぐ下に見えるJR大阪駅や大阪ス
テーションシティの建築としての見どころも教えてもらおう。

申し込み方法／10月1日より梅田 蔦屋書店のHPに
て予約受付開始。http://real.tsite.jp/umeda/
問い合わせ☎06-4799-1800
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　祖父が譲り受けたこのビルは、小さい頃
から慣れ親しんだ親子の思い出の場所です。
昨年の特別公開では、建物だけではなく、
展示した古い窓枠や電話線の跡など、生活
の痕跡に感心してもらえました。どのように
使い続けているのかという熱心な質問もい
ただきました。大切に保存していることが伝
わったのかと思うと、とても嬉しいです。
　祖父の個人邸だった頃から用途は変わり、
テナントビルとなりましたが、戦後から何十
年もお付き合いがある方や、ビル内で引っ越
しされる方も少なくありません。このビルや

街を、何十年後も気に入ってもらえるように
することが私たちの使命です。でも、特別な
ことをしようとは思っていません。個人オー
ナーだからこそできる、ささやかですが温
かいおもてなしを続けていければと思って
います。（修司さん）

青山ビル
 「ビルとこの街を、
守っていく使命があります」
青山修司さん（左）　正美さん（中）　敬子さん（右）

昨年は、「個人邸宅
だった頃、ここは子
ども部屋で…」とい
ったガイドも行われ
た。俳人の山口誓
子が入居していた
時期もあった。

 イケフェスが気づかせてくれたこと。

伏見ビル
 「まるで家族を
見に来てもらった気持ちです」
上村田鶴子さん

　50年ほどこのビルを管理していますが、
以前は小さなオフィス向けのビルだったの
で休日の出入りもほぼありませんでした。ふ
らっと訪れてもらえるような雑居ビルになっ
たのは、この20年ぐらいのこと。テナントが
入ると「いってらっしゃい」と送り出すのも
嬉しく、急にビルの古い部分が気になって
きたり。自宅よりも過ごす時間が長いせい
か、ビル自体が家のように思えてきました。
入居されている方とは親子のような、愛情を
注ぎ合う関係でありたい。「顔が見えるオー
ナー」でいたいですね。

　普段から自由に覗いてもらえるようにして
いるのに、それでも昨年はわざわざ「オーナ
ーは元気にしていますか」と訪ねてくださる
方もいらっしゃいました。他にもたくさんの
建物がある中で、このこじんまりしたビルを
選んでもらえたのは本当にありがたいです。

 建物の歴史は、わたしの人生でもある。
家族代々、ビルを大切に守ってきた個人オーナーにとって、建物は人生そのもの。

そうした物語に光をあてることで、生きた建築の維持につなげることも、セレクションの目標の一つだ。

大阪ガスビル
 「見慣れた職場が、
違った風に見えてきました」
大阪ガス 近畿圏部地域共創計画チーム 宮腰洋美さん

上村さん母娘がお出迎え。
●10月31日（土）・11月1日（日）［ガイドツアー］
オーナーのファンも集まる１階のギャラリーは元・理
髪店だったことがよくわかる名残も多い。

新しいカフェでのガイドあり。
●10月31日（土）・11月1日（日）［ガイド・展示］
ビルの案内や資料展示。１階にオープンしたばか
りのカフェではさらに詳しいガイドも聴ける。

竣工した当初はホ
テルだった伏見ビ
ル。エントランスにあ
る梅鉢の生け花が
人 を々和ませる。

取材・文／江口由夏　山内優花（本誌）

生きた建築を支える人に聞く
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ガスビル管理歴20
年の社員による館
内ガイドは、「ガスビ
ル愛がすごい」と
Twitterでも反応が
あった。

ています。例えば御堂ビル内に、我々が手
がけた企業のビル紹介を出したり。最終的
にそれらをまとめて、建築保存のためのバ
イブルにしたいという夢もあります。
平田　それは街の財産にもなりますね。こ
のイベントを機に、ビルオーナーから新たに
貴重な資料が公開されれば、さらにお宝が
増えるのではと期待します。保存復原工事
の技術は、一般の方にも興味を持ってもら
えると思います。今年はダイビル本館や証券
取引所ビルなどの生きた建築の施工例を、
講義形式で紹介します（ダイビル本館にて
11月1日に実施）。保存復原技術の観点から、
ものづくりの面白さを感じてもらえると嬉し
いですね。

 イケフェスが気づかせてくれたこと。

　昨年は、私たち社員がガイド役となってビ
ルの１階から屋上まで案内しました。ガスビ
ルを見たいと思って足を運んでくださった方
がたくさんおられ、ビルの前に長い行列がで
きたことが一番の驚き。見学会では、エレベ
ーターや階段、窓、建物内部の細かいところ
まで注目して見学してくださる姿を目の当た
りして、感動しました。ガイドをしていますと、
いつものオフィスが博物館か美術館になった
ような錯覚を覚えました。普段、私たちが働
いているガスビルが、多くの方々に愛されて
いるビルであることを、社内にもっと伝えてい

きたいと思います。
　今年は「ＮＥＸＴ21」という社員が実験的
に住む集合住宅も会場になっています。建築
を楽しむ気持ちを、働く人と訪れる人が共有
できる貴重な機会。次世代につなげていくた
めにも、息の長い活動にしていきたいですね。

平田　昨年の「大林組歴史館」での資料展
示会は、予想を上回る来場者に驚きました。
「はたして一企業の資料に興味はあるのだ
ろうか」と半信半疑だったんです。
中原　うちも社員をガイドに館内ツアーをし
ましたが、「見てもらえるようなビルに勤め
ていたんだ」と気づかされました。今年は他
社との連携を仕掛けたい。「生きた建築」の
中で、竹中工務店と大林組さんが関わる場
所は半数以上。やはりゼネコンの存在は無
視できないんです（笑）。大阪の街に貢献し
てきたという自負をお互いに持って、これか
らは「なぜ建物を残すのか？」「どうやって
残すのか？」という心と技の部分を、未来に
伝える取り組みを協力して始めたいと思っ

中原　日常に建築や設計があるためにはど
うしたらいいか、イケフェスを活用して考え
ていきたいですね。

大阪ガスビル
 「見慣れた職場が、
違った風に見えてきました」
大阪ガス 近畿圏部地域共創計画チーム 宮腰洋美さん

御堂ビル（竹中工務店大阪本店）
 「街並みの歴史を伝えるには、企業や建築同士の連携が必要」
竹中工務店 大阪本店設計部部長付 中原文雄さん（左）

 働いているからこそ、伝えたい。
イケフェスは、ビルと「いつもは使わない人」が出会う化学反応の場でもある。

その体験は、いつもビルで働いている人にとって、大きな学びの場でもあるようだ。

ビル屋上から御堂筋を一望。
●11月1日（日）［ガイドツアー］
当日は特別に屋上も公開。前日の3１日（土）は、
NEXT21のツアーが行なわれるので、合わせてどうぞ。

ルポンドシエルビル
知られざる建築の現場を映像で。
●10月31日（土）・11月1日（日）［資料展示］
3階の大林歴史館で上映される施工現場の映像
は、昔の大阪の街並みを知る手がかりにもなる。

御堂ビル
左官や大工の技も体験できる。
●10月31日（土）・11月1日（日）［ガイドツアー］
中原さんら社員の方がビルを案内。他のビルと連
携し、ツアー開始時間をずらし合う工夫も。

ルポンドシエルビル（大林組旧本店）
 「生きた建物を残す技術から、業界の面白さを知ってもらいたい」
大林組 大阪本店総務部 平田孝行さん（右）

取材・文／江口由夏　山内優花（本誌）
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当日は急遽、ガイド役にホールスタッフを投入。「消防署
のポールはどこや」なんて質問も飛び出した。

床の一部の高さを変え、見通しを良くした各部署のフロ
ア。社内のコミュニケーションが増えたとのこと。

店のことを好きになってほしい、自分たちの思いを知ってほしい。イケフェスは、建築を媒介にしたアピールの場でもある。
そんな機会を求めて、今年から新たに参加する人たちも加わって、さらに面白くなりそうな予感が。

今橋ビルヂング
 「数字では測れない、
再利用の意味を感じてほしい」
［ダル・ポンピエーレ］ソムリエ 森田 行さん

日本圧着端子製造株式会社
 「『こんなオフィスもありなのか』
から興味を持ってもらえれば」
総務・法務グループ 柏本日出雄さん（左）　髙田信哉さん（右）

　昨年、営業時間前に店内を見学してもら
おうと朝の10時頃にやって来たら、すでに行
列ができていて眠気が飛びました（笑）。仕
込み中の厨房横を見学者が通り抜けていく。
その光景は不思議な感じがしましたね。初
めての方ばかりでしたが、帰りに「せっかく
だから」とランチをしてくださる方も予想以
上に多くて。あれもこれも解説したかったの
に、手が回らずに少し歯がゆかったです。
　このビルは元は消防署だったんです。中２
階の司令室は小さな個室に、天井が高い１
階はオープンキッチンに。レストランとして
は非効率な使い方かもしれませんが、再利
用の意図や結果を知ってもらいたい。便利
さや数字だけで結論づけられないこともあ
ります。

　今回、「現代建築枠」として参加を呼び
かけてもらった時は、｢そんなイベントがあっ
たのか！｣と驚きながらも、多くの方に公開
できるチャンスだと感じました。
　私たちのオフィスはヒノキと杉をふんだん
に使い、木製の靴箱や畳の仕事スペースま
であります。従来のオフィスビルにはない新
しいスタイルですが、日本人ならではの発想
とも言えます。これら木材は、時の経過によ
り、色合いも変化するので、会社と一緒に成
長している気がするんですよね。
　当社は、車や家電等あらゆる電子機器に
不可欠な電子部品、コネクタを開発・製造し
ています。普段の生活では、その存在に気づ
く機会は少ないため、実は多くの方に知って
もらう機会が少ないと悩んでいました。イケ

　店を営業しつつ、イケフェスの来場者の
おもてなしもするためには、どうすればいい
か。イラスト入りマップを配付したり、休日も
営業するなど、イケフェスに合わせて工夫や
準備をする中で、うちだけでなく近所の店の
営業方法も変わってくるかもしれません。

フェスでは当社製品も展示する予定ですの
で、いろいろな方に当社をアピールできるチ
ャンスだと考えています。｢こんな快適なオフ
ィスがあるのか｣という発見から、当社に興
味を持っていただければ嬉しいですね。

営業時間を縫って店内を公開。
●10月31日（土）［特別公開］
営業時間外の10:00AM〜と3:00PM〜は自由
に見学可能（各約１時間）。

ヒノキが香る、驚きのオフィス！
●10月31日（土）［ガイドツアー］　
建築面は設計者、業務や業界技術については各
部署が解説するツアーを３回にわたり実施する。

初参加
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建築の魅力をいろいろな入口に。

　海外では建築を一般公開するイベントが
あると知っていたので、日本でそういったイ
ベントがあるなら参加すべきだと思っていた
んです。大阪市の方から声をかけてもらっ
た際は「ぜひ！」とお答えしました。自社ビル
とは言っても、街の一部であり公共の建物
だと考えているからです。最近、１階をギャ
ラリー、２階をコワーキングスペースとし、た
くさんの人が出入りしやすいオフィスビルを
目指しています。
　ガラスの壁面に宣成社の「S」をあしらっ
たこの建物は建築家の遠藤秀平さんが有名
になる前の「作品」でもあります。自社ビル
を建てるなら、そっけない建物にはしたくな
かった。広告代理店らしいクリエイティビテ
ィを感じてもらえるデザインをお願いして生

まれたものです。これまで専門家や建築を
勉強している学生の方にしか見てもらうこと
はなかったです。建築家にとっても、イケフ
ェスのように街をミュージアムに見立て、デ
ザインの変遷がわかるような方法で一般に
公開されるのはとてもいいことだと思います。

宣成社
 「自社ビルも街の一部。
公開する機会はありがたい」
代表取締役社長 馬場雅也さん

オープン2周年を迎えたギャラリー「Links」。イケフェス
当日は若いアーティストによる個展イベントも開催。

社長直々にガイドします。
●10月31日（土）・11月1日（日）［ガイドツアー］
社長自らの案内に加え、設計に携わった遠藤秀平
建築事務所によるパネルや模型を使った解説も。

　前回は、抽出したコーヒーを画材代わりに
して絵を描かれるイラストレーターを招いた
イベントを行いました。私がお客さんと日常
的につながっているアイテムがコーヒーなの
で、それを連想できるイベントにしたかった
んです。ふだんはあまり来られないご年配
の方もいらっしゃって、幅広い世代にお店を
知っていただけたのが嬉しかったですね。
　今年のイケフェスでは参加型のコーヒー
の淹れ方教室を開こうかなと思っています。
前回のような「見る」だけでなく、お客さん
が自分も一緒にやりたいと思えるものにし
たい。そうしてコミュニケーションを重ねる
ことで、また来たいと思ってもらえたら。マン
ションの１階にあるせいか、カフェには自由
に出入りできると知らない方も多いんです。

歴史ある建物の雰囲気とマッチした空間で
ありながらも、気軽に立ち寄ってほしい。そ
して、内側から生きた建築を味わってもらえ
るような場所でありたい。イケフェスをその
きっかけにしたいですね。

グランサンクタス淀屋橋
 「歴史ある建物の雰囲気を
内側から味わってください」
［エルマーズグリーン コーヒーカウンター］ 中村佳代さん

この建物らしいコーヒー道具がモチーフの絵を展示。イ
ケフェス参加者のリクエストで描く企画も好評だった。

参加型コーヒーワークショップ。
●11月1日（日）［器展示・コーヒー教室］
毎日カウンターに立つ中村さんが、抽出法や味わ
いの違いについてレクチャー。試飲もあり。

初参加
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実
は
大
阪
市
役
所
に
勤
め
る
吉
田
さ

ん
。
昨
年
、イ
ケ
フ
ェ
ス
の
開
催
を
知
り
、

「
面
白
そ
う
」
と
、
行
列
の
整
理
や
誘
導
、

オ
ー
ナ
ー
の
解
説
サ
ポ
ー
ト
を
務
め
る

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
し
た
。
現
場
を

間
近
に
す
る
こ
と
で
「
歴
史
が
あ
る
点

や
デ
ザ
イ
ン
が
好
き
だ
っ
た
建
築
物
」

は
、さ
ら
に
お
気
に
入
り
と
な
っ
た
。「
好

き
の
入
口
は
な
ん
で
も
い
い
と
思
い
ま

す
。
ス
イ
ー
ツ
目
的
に
訪
れ
て
、
ち
ょ

っ
と
引
い
て
眺
め
て
み
た
ら
建
築
物
や

建
っ
て
い
る
場
所
が
素
敵
だ
っ
た
な
ん

て
い
う
の
も
ア
リ
で
す
」。
昨
年
の
試
験

的
な
導
入
を
経
て
、
今
年
は
一
般
か
ら

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
公
募
。

フ
ェ
ス
へ
の
違
っ
た
立
場
で
の
関
わ
り

方
も
今
後
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。

生きた建築をコンサートの会場に。
相愛大学 音楽学部 音楽マネジメント学科 伊豆田和音さん（左） 佐藤 舞さん（右）

ボランティアとして運営に参加。
吉田梨紗さん

　神戸を拠点に活躍する建築家の島田さんは、
市が街の資源を見直す「デザイン都市・神戸」創
造会議のメンバーでもある。事務所がある北野
町は異人館で名高い観光地だが、今この資源を
めぐって心を痛めている。「同じく異人館が多い
塩屋では、洋館の解体が進められています。価値
が伝わらずに二束三文で売却された建物は簡単
に壊されて、高層タワーに変わってしまう。景観
が失われることは、実際に地価に影響するほど、
街の人々の財産が損なわれることなのですが」。
　失いかけて気づく前に「外部の人間が建物を
褒める機会が必要」と島田さん。そこで大阪で
開催されたイケフェスがモデルとして活きる。話

　

ふ
だ
ん
か
ら
北
船
場
で
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
よ
く
企
画
し
て
い
た
２
人
。
こ
の

エ
リ
ア
に
多
い
近
代
建
築
と
、
幅
広
い

世
代
に
向
け
た
音
楽
を
結
び
つ
け
ら
れ

た
ら
と
考
え
て
い
た
。「
コ
ン
サ
ー
ト
に

と
っ
て
会
場
は
と
て
も
重
要
。
企
画
を

重
ね
る
う
ち
に
『
あ
の
建
物
で
や
り
た

い
ね
』
と
い
う
ア
イ
デ
ア
も
湧
い
て
き

て
、
建
築
の
魅
力
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
建
築
と
音
楽
の
フ
ァ
ン
が

お
互
い
に
い
い
ね
と
言
い
合
え
る
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」。

今
年
の
会
場
は
三
井
住
友
銀
行
大
阪
本

店
ビ
ル
や
堺
筋
倶
楽
部
。
重
厚
な
会
場

の
雰
囲
気
に
合
う
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
を
軸

に
、
会
場
ご
と
に
異
な
る
音
の
広
が
り

や
見
え
方
を
配
慮
し
た
演
目
を
企
画
中

な
の
だ
そ
う
。

題になる仕掛けをつくり、その建物の物語を知
ることが維持につながる。「私は行けませんでし
たが、参加した事務所スタッフの話を聞いて、羨
ましいなと（笑）異人館をはじめ、神戸は資源に
恵まれていますし、神戸市に向けて開催を提案
しました。私自身が生まれ育った神戸のために
動きたいんです」。

 「神戸でもイケフェスを開きたい!」 島田 陽
よ う

さん（建築家）

北野町が朝ドラをき
っかけに注目された
のは昔の話ではな
い。現在は、海外か
らも多くの観光客が
やってくる。

昨年は北野家住宅（写真）や大
阪証券取引所ビルが会場に。２
人は大阪市の担当者と共に所
有者との交渉もこなす。

撮影係も担った吉田さん。通常
非公開の場所に足を踏み入れ
興奮気味だったそう。

生きた建築ファン、大活躍!
オーナーでも

社員でもないけれど・・・

イケフェスへのアプローチは、イベント参加だけではない。自分なりの「入口」から、イケフェスに関わる人たちもいる。
取材・文／江口由夏　山内優花（本誌）
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天
満
天
神
繁
昌
亭
で
は
、土
地
を
提
供
し
て
い
る
大
阪
天
満
宮
に
敬
意
を
表
し
、

毎
月
25
日
の
夜
席
を「
天
神
寄
席
」と
銘
打
ち
、さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
開
催
し
て
い
る
。

10
月
席
の
お
題
は「
う
ま
い
も
ん
」。落
語
の
中
に
も
食
べ
物
は
よ
く
登
場
し
、

美
味
し
そ
う
に
食
べ
る
演
技
は
噺
家
さ
ん
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
だ
。

筋
の
面
白
さ
と
合
わ
せ
て
、今
月
は
そ
う
いっ
た
所
に
も
注
目
し
て
み
て
は
。

ゲ
ス
ト
は『
月
刊
島
民
』の
編
集
発
行
人
で
も
あ
る
編
集
集
団
１
４
０
Ｂ
の
江
弘
毅
。

関
西
の「
う
ま
い
も
ん
」に
つい
て
広
く
書
き
記
し
て
い
る
が
、

落
語
の
中
の「
う
ま
い
も
ん
」を
ど
う
料
理
す
る
？

　

原
話
と
は
い
っ
て
も
、「
悪
し
き
豆
腐
」

の
モ
チ
ー
フ
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
だ

け
だ
。
そ
れ
を
「
腐
っ
た
豆
腐
」
に
ア
レ

ン
ジ
し
て
噺
を
膨
ら
ま
せ
て
落
語
『
酢
豆

腐
』
を
生
み
、の
ち
に
『
ち
り
と
て
ち
ん
』

に
改
作
さ
れ
る
。
改
作『
ち
り
と
て
ち
ん
』

は
上
方
に
逆
輸
入
さ
れ
て
、
初
代
桂
春
團

治
の
爆
笑
ネ
タ
と
な
り
、元
の
『
酢
豆
腐
』

も
や
が
て
八
代
目
桂
文
楽
の
十
八
番
と
し

て
評
判
を
と
る
。

　

し
か
し
数
年
前
に
、
朝
ド
ラ
『
ち
り
と

て
ち
ん
』
が
放
送
さ
れ
る
と
（
も
ち
ろ
ん

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放
送
局
の
制
作
）、
そ
の
影

響
か
、
東
京
の
寄
席
で
も
『
ち
り
と
て
ち

ん
』
の
か
か
る
こ
と
が
増
え
た
と
聞
く
。

東
西
で
影
響
し
合
う
こ
と
は
好
ま
し
い
。

著
作
権
の
な
い
落
語
界
の
特
権
だ
。
某
エ

ン
ブ
レ
ム
の
よ
う
に
パ
ク
リ
批
判
も
な
い

は
ず
だ
か
ら
。

　

本
コ
ラ
ム
の
第
十
三
回
で
、上
方
の『
時

う
ど
ん
』
と
、
江
戸
の
『
時
そ
ば
』
を
比

較
し
た
。
上
方
で
は
、
噺
の
前
半
の
客
が

二
人
な
の
に
対
し
て
、
江
戸
で
は
一
人
に

変
え
ら
れ
た
云
々
、
と
書
い
た
の
だ
。

　

す
る
と
早
速
、「
繁
昌
亭
で
一
人
型
の

『
時
う
ど
ん
』
を
聞
い
た
」
と
い
う
ク
レ

ー
ム
が
、
い
や
異
議
が
、
い
や
い
や
親
切

な
御
教
示
を
頂
い
た
。
た
し
か
に
、
桂
吉

朝
さ
ん
が
一
人
型
を
上
方
に
逆
輸
入
さ
れ

て
以
降
、
一
門
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

　

こ
の
よ
う
な
、
上
方
と
江
戸
の
相
互
交

流
は
珍
し
く
な
い
。
一
例
と
し
て
、
江
戸

の
『
酢
豆
腐
』、上
方
の
『
ち
り
と
て
ち
ん
』

を
み
る
。
そ
の
原
話
は
、
江
戸
中
期
の
大

坂
で
発
行
さ
れ
た
『
軽
口
太
平
楽
』
掲
載

の
「
酢
豆
腐
」
だ
が
、
落
語
化
は
江
戸
で

行
わ
れ
た
。
原
話
の
全
文
は
以
下
の
通
り
。

　

ど
の
よ
う
な
物
で
も
食
す
る
人
あ
り
。

あ
る
と
き
悪
し
き
豆
腐
を
買
う
て
振
る

舞
い
し
に
、
か
の
男
「
こ
れ
は
悪
い
」

と
い
う
。「
い
や
く
悪
い
の
で
は
な
い
。

酢
豆
腐
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
る
。
貴
様

の
馳
走
に
こ
し
ら
え
た
。」
と
言
え
ば
、

ま
た
四
、
五
杯
も
食
う
て
「
こ
れ
は
素

人
の
食
わ
ぬ
も
の
。」

笑
う
落
語
の
大
阪 

第
十
九
回

た
か
し
ま
・
こ
う
じ

大
阪
大
学
招
聘
教
授
、追
手
門
学
院
大
学
客
員
教
授
、

大
阪
天
満
宮
文
化
研
究
所
研
究
員
な
ど
を
務
め
る
。

十
月
天
神
寄
席
の
ゲ
ス
ト
は
、大
阪
の「
う
ま
い
も
ん
屋
」

に一家
言
あ
る
江
弘
毅
さ
ん
で
す
。

上
方
と
江
戸
の

相
互
交
流
。 髙

島
幸
次

10
月
25
日
（
日
）

 「
う
ま
い
も
ん
の

楽
語
」

◉
10
月
の
お
題
は「
う
ま
い
も
ん
」

落
語
／
林
家
染
八「
時
う
ど
ん
」

　
　
　
桂
三
弥「
鯛（
作
／
桂
三
枝
）」

　
　
　
桂
米
平「
蛇
含
草
」

　
　
　
桂
か
い
枝「
京
の
茶
漬
け
」　

　
　
　
桂
春
之
輔「
鰻
の
幇
間
」

鼎
談
／「
味
わ
い
深
く
語
る
」

　
　
　
江 

弘
毅（
編
集
者
）

　
　
　
髙
島
幸
次（
大
阪
大
学
招
聘
教
授
）

　
　
　
桂
春
之
輔

ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
前
売
り
券
を
買
う
と
お
得
!

「
天
神
寄
席
」の
前
売
チ
ケ
ッ
ト
を
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
買
う
と
、２
３
０
０
円
で
入
場
で
き
ま
す
。

い
つ
も
の
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
と
同
じ
く
、ウ
ェブ
、ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
を
受
付
中
。

開
催
日
／
10
月
25
日（
日
）

時
間
／
6・00 
PM
〜（
開
場
5・30 

PM
〜
／
受
付
開
始
5・15 

PM
〜
）

受
講
料
／
2
3
0
0
円（
通
常
：
前
売
2
5
0
0
円
／
当
日
3
0
0
0
円
）

支
払
い
方
法
／
当
日
5・15 
PM
よ
り
、繁
昌
亭
前
に
仮
設
の「
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
受
付
」に
て
精
算
。

※
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
、販
売
終
了
し
ま
す
。

※
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
販
売
す
る
チ
ケ
ッ
ト
は
前
売
り
券
の
み
で
す
。当
日
券
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
方
法
は
Ｐ
10
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
☎
０
６・４
７
９
９・１
３
４
０（
平
日
10・00 

AM
〜
7・00 

PM
）

う
ま
い
も
ん
が
食
べ
た
く
な
る
10
月
寄
席
。

著書に『「うまいもん屋」からの大
阪論』（NHK出版新書）がある
江弘毅が、会場を沸かせます！

桂春之輔師匠の「鰻の
幇間」には、題名どおり
鰻が登場。さて、法外な
代金のわけは？
イラスト／フジワラトモコ
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秋からの朝ドラは、土佐堀川のほとりが舞台に。
大同生命の礎となった豪商や、女主人の気質について、
玉岡かおるさんに、たっぷり語っていただきます。
　９月28日（月）より始まる連続テレビ
小説「あさが来た」の主人公のモデルは
広岡浅子。彼女は、京都の商家から大阪
の豪商･加島屋に嫁いで明治維新で傾い
た事業を立て直し、加島銀行や大同生命
を創業。後に日本女子大学を開校して女
性の社会進出の道を切り開いた、新しい
時代の実業家だ。
　今回、そんな広岡浅子の人物像につい
て語ってくれるのは、月刊島民９月号の

「豪商」特集にもご登場いただいた玉岡
かおるさん。浅子が目をかけて応援した
一柳満喜子の生涯を描いた小説『負けん
とき〜ヴォーリズ満喜子の種まく日々』
（新潮文庫）を残している。「負けんと
き」は浅子の口ぐせで、満喜子はやがて
日本の近代建築に偉大な足跡を残した
W.M.ヴォーリズと結婚する。『赤毛のア
ン』の翻訳者･村岡花子や、女性の地位
向上に生涯を捧げた政治家･市川房枝た

ちも浅子を慕って集まってきた。
　会場の大同生命本社は、浅子が嫁い
だ加島屋のあった場所だ。彼女がもたら
した「新しい風」を体感して作品を執筆す
べく、播州から土佐堀川のほとりに４年
間移り住んだ玉岡さんに、物語の「現
場」で浅子や満喜子たちが生きた時代を
振り返ってもらおう。

日時／2015年11月14日（土） 
2:00PM〜4:00PM頃（開場1:30PM〜）

会場／大同生命大阪本社　会議室
受講料／2,000円
定員／250名
主催／ナカノシマ大学事務局
協力／大同生命本社

募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号を明記の上、下記までハガキ、FAX、もしくはＨＰ内
の応募フォームからお申し込みください。複数名でご参加希望の場合は、人数
分の必要事項を明記してください。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「ナカノシマ大学11月講座」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付後、10月20日前後より受講票を発送します。
※受講料は講座当日に受付にてお支払いください。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。

 「広岡浅子の〝引力〟と土佐堀川」

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

2015年11月講座

 「広岡浅子の〝引力〟と土佐堀川
～ヴォーリズ満喜子、村岡花子、市川房枝…～」
講師／玉岡かおる（作家）

 「落語×アート×歴史で旅する 
中之島タイムトリップ」
講師／橋爪節也（大阪大学総合学術博物館館長）

　　　髙島幸次（大阪大学招聘教授／大阪天満宮文化研究所）

落語／林家花丸

当日は浅子や「豪商」がわかる
特別展示もお見逃しなく。
同社２階のメモリアルホールでは、
大同生命が研究を進めてきた豪
商の実態や堂島米会所のシステ
ム、浅子の交友関係にまつわる
資料が並ぶ展示室がこの7月に
オープン。ホールに残る、ヴォーリ
ズ建築らしい意匠も必見です。

たまおか・かおる
昭和31年（1956年）兵庫県
三木市生まれ。1989年、神戸
文学賞受賞作の『夢食い魚の
ブルー・グッドバイ』（新潮社）で
デビュー。今号で紹介した『負
けんとき』と同じく播州女のたく
ましさを描いた『お家さん』（新
潮社）で織田作之助賞を受賞。

◎今月の授業❶

 【新時代
の女】

玉岡かおるさんの
執筆裏話も聞けます
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日時／2015年11月18日（水） 
6:30PM〜8:30PM頃（開場6:00PM〜）

会場／大阪市中央公会堂 中集会室
受講料／2,500円（公会堂特別室見学＆展示観覧などセット）
定員／200名
主催／ナカノシマ大学事務局
協力／大阪市中央公会堂　大阪府立中之島図書館

募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号を明記の上、下記までハガキ、FAX、もしくはＨＰ内
の応募フォームからお申し込みください。複数名でご参加希望の場合は、人数
分の必要事項を明記してください。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「ナカノシマ大学特別講座」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付後、10月20日前後より受講票を発送します。
※受講料は講座当日に受付にてお支払いください。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。

 「中之島タイムトリップ」

ケータイからは
こちら！→

お問い合わせ☎ 06-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 

ナカノシマ大学の最新情報は 
http://www.nakanoshima-univ.com

ナカノシマ大学特別講座　大阪都市魅力創造プロジェクト

 「落語×アート×歴史で旅する 
中之島タイムトリップ」
講師／橋爪節也（大阪大学総合学術博物館館長）

　　　髙島幸次（大阪大学招聘教授／大阪天満宮文化研究所）

落語／林家花丸

◎今月の授業❷

 【中之島】

11月30日は
中之島の「誕生日」!?
水都大阪のシンボルエリア・
中之島の400年を
落語・アート・歴史で読み解く。

　日本近世史の専門家である髙島幸次
先生によれば、中之島内の地名が日本史
上に初めて登場したのは大坂冬の陣にま
つわる文献で、現在の暦では11月30日頃。
これをもって髙島先生は、11月30日は
「中之島の誕生日」なのだと唱えている。
　それを祝して、今回の講座では中之島
の約400年の歴史をタイムトリップしな
がら、この土地が持つ物語を読み解く。
解説は中之島の誕生から江戸時代までを
髙島先生が担当。明治維新から大大阪
時代にかけてのモダンな中之島を語るの
は、近世〜近代の大阪の絵画史が専門
の橋爪節也先生。「最強」とも言えるコン
ビが、中之島の歴史を徹底的に語り合う。
　もう一つのお楽しみは、人気・実力共
にナンバー１の呼び声も高い林家花丸さ

んによる落語。上方落語には中之島界隈
が登場するネタが数多い。選んだネタは
天満青物市場が登場する「千両みかん」。
みかん問屋と、買いに来た呉服屋の番頭
の掛け合いが笑いどころのネタだ。
　今年度は、大阪の都市魅力創造のシン
ボルイヤーとも定められている。この講座
も９月から11月にかけて大阪府が展開す
る「大阪都市魅力創造プロジェクト」のイ
ベントの一つ講演＆落語に加えて、中央
公会堂や中之島図書館とコラボした特別
企画もあり。ナカノシマ大学が満を持して、
ずばり中之島について掘り下げるスペシ
ャルデーだ。

中央公会堂は、「特別室」を限定公開。
　中央公会堂３階にある特別室は、創
建当時は貴賓室として使用されていた。
天井や壁面には日本神話が描かれ、窓
には「みおつくし」がデザイン化されたステ
ンドグラスが。今では再現できない職人技
にあふれ、存在そのものが芸術品。めっ
たに見られない貴重な機会です。

講
座
参
加
者
だ
け
の

2
大
コ
ラ
ボ
特
典
!

ネ
タ
は

「
千
両
み
か
ん
」！

中之島図書館所蔵の古地図をじっくり鑑賞。
　特典その２は大阪府立中之島図書館
が所蔵する古地図の展示。江戸時代の
淀川の船着場案内である『大川便覧』
や、お一人様用名所ガイドの『浪華名所
独案内』など、貴重な古地図の「実物」が
登場する。１日限りの古地図ミュージアム
をお楽しみに。

大阪都市魅力創造プロジェクトとは…　大阪のポテンシャルとパワーを国内外にアピールするとともに、大阪に対する誇りや愛着心（シビックプライド）を醸成するため、
これにふさわしいイベントを大阪市中央公会堂を中心とする中之島に結集し、集中的に展開する大阪府の取組みです。
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こ
の
９
月
か
ら
１１
月
に
か
け
て
、

京
阪
電
車
の
沿
線
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
音
楽
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
て
い

る
。「
京
街
道
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
ラ
イ
ン
」

と
名
付
け
ら
れ
た
催
し
は
大
阪
・

中
之
島
か
ら
滋
賀
・
大
津
ま
で
続

く
。
秋
の
気
持
ち
い
い
季
節
、
は

し
ご
し
て
み
る
の
も
お
す
す
め
だ
。

　

島
民
エ
リ
ア
な
ら
、
今
月
４
日

（
日
）
に
天
満
・
天
神
エ
リ
ア
一
帯

が
盛
り
上
が
る
「
第
１６
回
天
満
音

楽
祭
」。
お
寺
や
商
店
街
を
始
め
と

す
る
過
去
最
多
の
３８
会
場
に
は
、

船
や
川
も
含
ま
れ
て
い
る
の
が
島

民
ら
し
さ
。
梅
田
方
面
の
サ
テ
ラ

イ
ト
会
場
も
合
わ
せ
、
音
楽
好
き

が
せ
っ
せ
と
お
目
当
て
の
会
場
を

巡
っ
て
い
く
。

　

今
年
で
１０
回
目
を
迎
え
る
「
北

大
江
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト
」
も

見
逃
せ
な
い
。
今
月
１０
日
（
土
）

か
ら
一
週
間
は
「
世
界
の
音
楽
」

が
テ
ー
マ
。
音
楽
工
房
が
多
く
て

取
り
扱
う
楽
器
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
む
北
大
江
エ
リ
ア
で
は
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
も
巻
き
込

ん
で
、
東
欧
や
北
欧
の
舞
曲
に
イ

ギ
リ
ス
の
ロ
ッ
ク
、
タ
ン
ゴ
や
日

本
歌
謡
が
響
き
渡
る
は
ず
だ
。
メ

イ
ン
の
公
園
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
は

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
総
勢
７０
名
、
こ
れ
ま

で
で
最
大
の
規
模
と
な
る
。
秋
の
夜

長
に
は
ぴ
っ
た
り
だ
。 （
江
口
由
夏
・

本
誌
）

　

秋
の
恒
例
、「Nakanoshim

a-
style.com

 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
応
募
が
始
ま
っ
て
い
る
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
私
の
中
之
島

ス
タ
イ
ル
」。
こ
れ
ま
で
募
集
し
て

き
た
中
之
島
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
の

意
味
も
広
く
な
り
、
た
と
え
ば
中

之
島
へ
の
通
勤
ス
タ
イ
ル
や
、
マ

ト
ウ
ミ
ン
月
報

２０１５年１０月１日発行

第10回 Nakanoshima-style.com フォトコンテスト
応募規定／デジタルカメラ、携帯電話などで撮影されたデジタルデータ
を１人５点まで応募可能　ファイル形式／JPEG、GIFなど（サイズ＝２
MBまで）　応募方法／パソコン、携帯電話などからメール添付で下記
の宛先へ送信。メール本文に、「作品名」「撮影場所（簡単に）」「名前

（ニックネーム可）」「賞品の送り先（郵便番号、住所、氏名、電話番
号）」を記入すること。（郵送不可）
送付先／oubo@nakanoshima-style.com 
募集期間／11月30日（月）まで
詳しくはhttp://www.nakanoshima-style.com

京街道JAZZライン2015
第10回 北大江たそがれコンサート
期間／10月10日（土）〜17日（土）
メイン会場／北大江公園　入場無料
※時間や会場、料金は
　プログラムによって異なる。
詳しくはhttp://kitaoe.jp

京街道JAZZライン2015
第16回 天満音楽祭
日程／10月4日（日）
メイン会場／OAPタワー　入場無料
※時間や会場、料金は
　プログラムによって異なる。
詳しくはhttp://www.ten-on.jp

2014年度最優秀作品「Good Morning ! Nakanoshima !」

島
民
エ
リ
ア
で
注
目
し
た
い
、

秋
の
2
大
音
楽
イ
ベ
ン
ト

島
民
エ
リ
ア
で
注
目
し
た
い
、
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の
2
大
音
楽
イ
ベ
ン
ト

島
民
エ
リ
ア
で
注
目
し
た
い
、

秋
の
2
大
音
楽
イ
ベ
ン
ト

「
私
の
中
之
島
ス
タ
イ
ル
」を

テ
ー
マ
に
パ
シ
ャ
リ

「
私
の
中
之
島
ス
タ
イ
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」を

テ
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マ
に
パ
シ
ャ
リ

「
私
の
中
之
島
ス
タ
イ
ル
」を

テ
ー
マ
に
パ
シ
ャ
リ

今
年
の
鉄
道
芸
術
祭
も

ア
ー
ト
×
鉄
道
が
面
白
い
。

今
年
の
鉄
道
芸
術
祭
も

ア
ー
ト
×
鉄
道
が
面
白
い
。

今
年
の
鉄
道
芸
術
祭
も

ア
ー
ト
×
鉄
道
が
面
白
い
。

ル
シ
ェ
で
買
い
物
す
る
風
景
を
撮

影
し
て
も
い
い
わ
け
だ
。
主
催
す

る
中
之
島
ま
ち
み
ら
い
協
議
会
の

方
い
わ
く
「
今
年
は
水
都
大
阪
の

シ
ン
ボ
ル
イ
ヤ
ー
な
の
で
、
中
之

島
の
各
所
で
は
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

参
加
す
る
の
も
中
之
島
ス
タ
イ
ル
。

ぜ
ひ
自
分
な
り
の
ひ
と
コ
マ
を
切

り
取
っ
て
送
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」

と
の
こ
と
。

　

優
秀
作
品
に
は
、
こ
れ
ま
た
豪

華
な
賞
品
が
ス
タ
ン
バ
イ
。
た
と

え
ば
［
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
］

の
ペ
ア
食
事
券
、
大
阪
水
上
バ
ス

の
ク
ル
ー
ズ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
、
中

之
島
ゆ
か
り
の
物
が
進
呈
さ
れ
る

の
も
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
特
徴
だ
。

奮
っ
て
参
加
し
よ
う
。

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）
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走
る
も
よ
し
、応
援
す
る
も
よ
し
!
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大
阪
マ
ラ
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ン
」に
参
加
し
よ
う

走
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も
よ
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!
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大
阪
マ
ラ
ソ
ン
」に
参
加
し
よ
う

走
る
も
よ
し
、応
援
す
る
も
よ
し
!

 「
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
」に
参
加
し
よ
う

　

今
年
で
５
回
目
を
迎
え
る
「
大

阪
マ
ラ
ソ
ン
」。
コ
ー
ス
は
例
年
ど

お
り
大
阪
城
公
園
を
ス
タ
ー
ト
し

て
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
を
目
指
し
、

３
万
２
千
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
大
阪

の
名
所
を
駆
け
ぬ
け
る
。

　

毎
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
活
動
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、
新
し
く
「
な
な

い
ろ
チ
ー
ム
対
抗
戦
」
が
登
場
。

こ
れ
は
ラ
ン
ナ
ー
が
エ
ン
ト
リ
ー

時
に
好
き
な
色
を
選
び
、
色
ご
と

に
チ
ー
ム
戦
を
行
う
と
い
う
も
の
。

赤
は
「
生
き
る
希
望
を
支
え
る
」、

黄
色
は
「
家
族
を
支
え
る
」、
緑
は

「
自
然
を
支
え
る
」
と
い
っ
た
７
種

類
の
テ
ー
マ
が
あ
り
、
カ
ラ
ー
に

ち
な
ん
だ
支
援
先
に
参
加
料
を
寄

　

新
た
に
今
年
誕
生
し
た
芸
術
文

化
魅
力
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
中

之
島
の
っ
と
」
が
、１０
月
２
日
（
金
）

か
ら
１１
月

１０ 
日
（
火
）
の
間
、
大

阪
市
中
央
公
会
堂
を
中
心
に
開
催

さ
れ
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
能

楽
や
落
語
と
い
っ
た
上
方
伝
統
芸

能
に
現
代
ア
ー
ト
や
演
劇
な
ど
の

ジ
ャ
ン
ル
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
し
、
親
し
み
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
だ
。

　

た
と
え
ば
「
イ
ケ
フ
ェ
ス
２
０

１
５
（
Ｐ
２
）」
に
も
初
参
加
す
る

山
本
能
楽
堂
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
の
は
、
上
方
芸
能
と
様
々
な
ジ

ャ
ン
ル
の
ア
ー
ト
が
出
会
う
場
。

そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
で
活
躍
す
る

人
々
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
体

験
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
古
典

芸
能
ビ
ギ
ナ
ー
に
向
け
た
講
座
を

設
け
る
な
ど
、
そ
の
間
口
を
広
げ

て
い
る
。
特
に
、
１１
月
７
・
８
日

に
大
阪
市
新
美
術
館
建
設
予
定
地

（
中
之
島
４
丁
目
）
で
行
わ
れ
る
新

作
能
は
、
な
ん
と
能
楽
と
ポ
ー
ル

ダ
ン
ス
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
組

み
合
わ
せ
。
ち
ょ
っ
と
遠
い
存
在

だ
っ
た
伝
統
芸
能
の
新
し
い
解
釈

が
見
つ
か
る
は
ず
だ
。　

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

付
す
る
こ
と
で
、
気
軽
に
チ
ャ
リ

テ
ィ
に
参
加
で
き
る
の
だ
。

　

大
阪
市
中
央
公
会
堂
前
や
大
阪

市
役
所
前
な
ど
、
中
之
島
周
辺
の

当
日
の
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

し
て
み
る
の
も
い
い
か
も
。
マ
ラ

ソ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
方
法
を
教
え
て
く
れ
る
講
座
を

開
講
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の

で
、
ビ
ギ
ナ
ー
は
ア
ン
テ
ナ
を
張

っ
て
お
き
た
い
。

 

（
山
内
優
花
・
本
誌
）

第5回 大阪マラソン～OSAKA MARATHON 2015～
日程／10月25日（日）
時間／9:00AMスタート（車いすは8:55AM〜）
問い合わせ／大阪マラソンコールセンター ☎06-6445-3978
※詳しくは http://www.osaka-marathon.com/

中之島のっと
期間／10月２日（金）〜
　　　11月10 日（火）
会場／大阪市中央公会堂、
　　　大阪市新美術館
　　　建設予定地（中之島４丁目）ほか
問い合わせ☎06-6210-9305（芸術文化魅力育
成プロジェクト実行委員会事務局）
※日時や会場、料金はプログラムによって異なる。
詳しくはhttp://nakanoshimaknot.jp

ⓒ大阪マラソン組織委員会

　
「
鉄
道
」
を
、
斬
新
な

切
り
口
で
捉
え
て
き
た

ア
ー
ト
エ
リ
ア
Ｂ
１
の

「
鉄
道
芸
術
祭
」。
京
阪

電
車
な
に
わ
橋
駅
の
構

内
に
あ
る
場
所
だ
か
ら

こ
そ
、
実
現
可
能
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
え
る
。

５
回
目
と
な
る
今
年
は
、

写
真
家
の
ホ
ン
マ
タ
カ

シ
さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
、「
風
景
・
景
色
」「
視

覚
・
視
点
」
を
テ
ー
マ

に
展
覧
会
が
開
か
れ
る
。

　

ホ
ン
マ
さ
ん
が
こ
だ
わ
る
の
は
、

カ
メ
ラ
の
原
理
で
あ
る
「
カ
メ
ラ

オ
ブ
ス
キ
ュ
ラ
」。
暗
い
部
屋
に
開

け
た
小
さ
な
穴
か
ら
入
る
光
を
利

用
し
、
壁
に
投
影
さ
れ
た
像
を
読

み
取
る
方
法
だ
。
今
回
は
京
阪
電

車
光
善
寺
駅
の
“
と
あ
る
場
所
”

が
カ
メ
ラ
オ
ブ
ス
キ
ュ
ラ
に
作
り

変
え
ら
れ
、
実
際
に
現
地
で
撮
影

し
た
走
る
電
車
の
姿
が
ア
ー
ト
エ

リ
ア
Ｂ
１
に
展
示
さ
れ
る
。
一
足

早
く
体
験
し
た
人
か
ら
は
「
便
利

な
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、『
見
え
る
』

と
い
う
こ
と
が
新
鮮
で
面
白
く
感

じ
た
」
と
興
奮
し
た
声
が
。
会
期

中
は
光
善
寺
駅
の
カ
メ
ラ
オ
ブ
ス

キ
ュ
ラ
を
体
験
で
き
る
機
会
も
あ

る
そ
う
だ
。
百
聞
は
一
見
に
し
か

ず
、
開
催
を
楽
し
み
に
待
と
う
。

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

アートエリアB1 
鉄道芸術祭vol.5 
ホンマタカシプロデュース
「もうひとつの電車 
～alternative train～」
期間／10月24日（土）〜
　　　12月26日（土）
時間／12:00AM〜7:00PM
　　　（一部有料イベントあり）
休館日／月曜
　　　　（祝日の場合は翌日）
10月24日（土）4:00PM〜6:30 
PMは、ホンマタカシさんを招いて
トークあり、ライブありのオープニン
グイベントを開催（参加無料・申込
不要）。また、「光善寺駅カメラオ
ブスキュラ」ツアーを会期中に複
数回実施。各回定員10名（要申
込・先着順）、参加費は1,000円。
申し込み・問い合わせ
☎06-6226-4006

（アートエリアB1）

今
年
の
鉄
道
芸
術
祭
も

ア
ー
ト
×
鉄
道
が
面
白
い

今
年
の
鉄
道
芸
術
祭
も

ア
ー
ト
×
鉄
道
が
面
白
い

今
年
の
鉄
道
芸
術
祭
も

ア
ー
ト
×
鉄
道
が
面
白
い

大
阪
の
芸
術
文
化
が
集
ま
る

「
中
之
島
の
っ
と
」

大
阪
の
芸
術
文
化
が
集
ま
る

「
中
之
島
の
っ
と
」

大
阪
の
芸
術
文
化
が
集
ま
る

「
中
之
島
の
っ
と
」

写真：ホンマタカシ（カメラオブスキュラにより撮影された京橋駅界隈の風景）
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http://festivalplaza.jp/　
提供／株式会社 朝日ビルディング

祝 祭 へ よ う こ そ 。

華やぐ街に誘われてフェスティバルプラザの「技」　19

キッチンジロー
●中之島フェスティバルタワーB1F
　組み合わせ定食のほか、オムライス（890円）やカレー
ライス（810円）などは終日オーダーOKのため、“ランチ
難民”を多く救ってきた。店頭では同じくメインを組み合わ
せられるお弁当も販売。小柴さんが独自に考案する、夏
は豚しゃぶ、冬はカキフライといったオリジナルの季節限
定メニューを置くのも、大阪店が人気の理由。☎06-
4963-2515　11:00AM〜11:00PM（LO10:00PM）

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

編集・発行人／江 弘毅（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　江口由夏　大迫 力（編集集団140B）
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
Tel 06-4799-1340　Fax 06-4799-1341
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山㟢慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

ん
は
「
大
阪
へ
の
進
出
は
か
な
り
の
覚

悟
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
当
時
を
振

り
返
る
。「『
第
一
号
店
は
わ
か
り
や
す

い
の
が
一
番
』
と
、
東
京
で
は
メ
イ
ン

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
変
わ
る
値
段

を
、
大
阪
で
は
統
一
し
ま
し
た
。
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
は
女
性
客
が
多
い

で
す
か
ら
、
年
配
の
方
が
受
け
入
れ
や

す
い
よ
う
な
オ
ム
ラ
イ
ス
や
グ
ラ
タ
ン

を
特
別
に
置
い
て
い
る
の
も

大
阪
店
の
特
長
で
す
ね
」。

中
之
島
ら
し
い
レ
ト
ロ
な
洋

食
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は
好
評

で
、
そ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
あ
る

定
食
で
獲
得
し
た
男
性
フ
ァ

ン
に
加
え
、
働
く
女
性
た
ち

に
も
人
気
が
あ
る
。
島
民
企

業
か
ら
の
デ
リ
バ
リ
ー
注
文

も
多
く
受
け
る
が
、「
自
分

た
ち
の
足
で
で
き
た
て
を
運

ぶ
の
で
、
タ
ワ
ー
の
三
軒
隣

ま
で
で
勘
弁
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
（
笑
）」。

　

こ
の
目
の
届
く
範
囲
で
て

い
ね
い
に
、
と
い
う
の
は
調
理
の
現
場

に
も
通
じ
る
。
千
葉
県
の
工
場
で
下
ご

し
ら
え
さ
れ
た
ハ
ン
バ
ー
グ
の
パ
テ
や

帆
立
コ
ロ
ッ
ケ
の
ク
リ
ー
ム
は
、
わ
ざ

わ
ざ
大
阪
店
だ
け
の
ル
ー
ト
で
運
ば
れ
、

厨
房
で
形
を
整
え
た
う
え
で
注
文
を
受

け
て
か
ら
調
理
さ
れ
る
。
オ
ー
プ
ン
キ

ッ
チ
ン
は
お
客
さ
ん
の
表
情
も
わ
か
り

や
す
く
、
待
た
せ
な
い
よ
う
に
と
調
理

ス
ピ
ー
ド
は
早
い
。
待
ち
か
ね
た
よ
う

に
で
き
た
て
を
口
に
運
ぶ
お
客
さ
ん
の

満
足
気
な
顔
や
、
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に

か
け
ら
れ
る
「
東
京
で
も
お
世
話
に
な

っ
て
ま
し
た
」
と
い
う
声
は
、
新
天
地

の
大
阪
で
腕
を
ふ
る
う
小
柴
さ
ん
の
楽

し
み
で
も
あ
る
。

　

洋
食
の
定
番
で
あ
る
ハ
ン
バ
ー
グ
に

海
老
フ
ラ
イ
、
あ
る
い
は
チ
キ
ン
南
蛮

に
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
…
。
こ
れ
ら
９
種
類

の
メ
イ
ン
か
ら
２
つ
、
ど
れ
を
組
み
合

わ
せ
て
も
豚
汁
と
ラ
イ
ス
が
付
い
て
同

じ
値
段
。
実
に
単
純
明
快
だ
。

　

東
京
に
は
［
キ
ッ
チ
ン
ジ
ロ
ー
］
と

聞
け
ば
「
お
世
話
に
な
っ
て
ま
す
」
と

返
す
人
も
多
い
と
聞
く
。昭
和
39
年（
１

９
６
４
）
に
神
田
神
保
町
で
創
業
以
来
、

都
内
に
は
い
く
つ
も
支
店
が
で
き
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
や
学
生
た
ち
の
お
な
じ
み

に
。
そ
ん
な
老
舗
洋
食
店
が
中
之
島
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー
開
業
に
合
わ
せ
、

大
阪
に
第
一
号
店
を
出
し
た
。

　

厨
房
に
立
つ
店
長
の
小
柴
亮
太
郎
さ

例えば一番人気のハンバーグと、女性からよくオーダーを受ける帆立コロッケ、こち
らに具だくさんの豚汁とライスがセットで980円。揚げ物と焼き物のバランスがいい。

 東京の味を大阪でも。
 老舗洋食店の挑戦。
 ［キッチンジロー］●洋食
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ド
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町
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天満駅

南
森
町
駅

天
神
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新
御
堂
筋

なにわ橋駅

京阪本線

靱公園

愛日会館

淀
屋
橋
駅

北御堂

大阪市
中央卸売市場

キッチンジロー
（中之島フェスティバルタワーB1F／P14）

中之
島駅

古河大阪ビル

堂島リバー
フォーラム

OMMビル

大阪
市役所

NCB
ホテル

日本銀行
大阪支店

大阪国際会議場

ダイビル本館

御霊神社

大阪天満宮

大阪大学
中之島
センター

国立国際
美術館

グランフロント大阪

大阪市立科学館

11/14
ナカノシマ大学
開催!

11/14
ナカノシマ大学
開催!

11/18
ナカノシマ大学
開催!

11/18
ナカノシマ大学
開催!

東洋陶磁美術館

江之子島文化芸術創造センター

大阪府立
中之島図書館

ABC朝日放送

中之島バンクス

大阪城
天守閣

天満天神繁昌亭（P９）

リーガロイヤルホテル

大同生命大阪本社
（P10）

輸出繊維会館

大阪ガスビル（P５）

伏見ビル
（P４） 青山ビル（P４）

ルポンドシエルビル
（P５）

御堂ビル
（P５）

大阪市中央公会堂（P11）
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大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

●京阪電車関連　京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／デリスタ天満橋店／ホテル京阪天満橋／ホテル京阪京橋
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／梅田 蔦屋書店／紀伊國屋書店 梅田本店・グランフロント大阪店・本町店／ジュンク堂書店 大阪本店・梅田ヒルトンプラザ店・天満橋店／MARUZEN&
ジュンク堂書店 梅田店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店　［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素 食のライブラリー／ABC朝日放送／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部
／大阪工業技術専門学校／大阪国際会議場／大阪市中央公会堂／大阪市立科学館／大阪市立総合生涯学習センター／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／
大阪21世紀協会／大阪府立中之島図書館／大阪ボランティア協会／大阪歴史博物館／追手門学院 大阪城スクエア・大阪梅田サテライト／川の駅はちけんや／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪シティキャ
ンパス／国立国際美術館／CITY NAIL'Sインターナショナルスクール／芝川ビル／市立住まい情報センター／少彦名神社／中央電気倶楽部／ホテルNCB／メビック扇町／立命館大阪オフィス／龍谷大学大阪梅田キャ
ンパス　［店舗・医院など］アンドール 本町本店／上町貸自転車／Ultra 2nd／江戸前鰻料理 志津可／天満橋鍼灸整骨院／MJB珈琲店／エルマーズグリーン コーヒーカウンター／大西洋服店／OOO(オーー)／カセッタ
／喫茶カンターロ／喫茶SAWA／グランスイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／The Court／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／シアトルベストコーヒー新関電ビル店／じろう亭／Girond's JR／心斎橋山田兄弟
歯科／住友病院／セブンイレブン大阪証券取引所店／タピエスタイル／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／BAR THE TIME 天神／平岡珈琲
店／ビルマニアカフェ／FOLK／フレイムハウス／ミニジロー／宮崎歯科／やきとりばかや／吉田理容所／LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］紀伊國屋書店 京橋店／ジュンク堂書店　難波店／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪市社会福祉研修・情報センター／大阪市立中央図書館／大阪
府立江之子島文化芸術創造センター／川口基督教会　［店舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪シティ信用金庫 江戸堀支店／御舟かもめ／Calo Bookshop and cafe／写真とプリン
ト社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バルピコ／ホステル64オオサカ／MANGUEIRA／Loop A　
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂／水嶋書房 くずはモール店／大阪狭山市立図書館／大阪市立難波市民学習センター／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳堂／大阪大学本
部／摂南大学 地域連携センター／野村呼文堂／郵政考古学会／ゆったりんこ／連携考房 童子
●大阪府以外　ジュンク堂書店 西宮店／恵文社 一乗寺店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／川のほとりの美術館／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館
●東京　往来堂書店（千駄木）／BOOKSルーエ（吉祥寺）／B&B（下北沢）／隣町珈琲（荏原中延）／ONLY FREE PAPER（渋谷）

『月刊島民』はここでもらえます。

バックナンバーをご希望の方には１冊100円（手数料）でお譲りしています。なお、品切れの号もありますが、予めご了承ください。お問い合わせは下記の電話番号まで。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーお譲りします。

◎定期購読も受け付け中です。

編集・発行人／江 弘毅（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　江口由夏　大迫 力（編集集団140B）
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
Tel 06-4799-1340　Fax 06-4799-1341
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山﨑慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

次号予告「中之島らしい」店
右にならえでは面白くない。ガイドブックに載らない話が聞きたい。
「中之島らしい」店を、街の達人たちが案内する。

●『月刊島民』vol.88は2015年11月１日発行です!
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